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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
累計期間

第64期

会計期間
平成25年４月１日から

平成25年９月30日まで

平成26年４月１日から

平成26年９月30日まで

平成25年４月１日から

平成26年３月31日まで

売上高 （百万円） 113,198 125,475 234,262

経常利益 （百万円） 10,046 10,376 21,024

四半期（当期）純利益 （百万円） 5,710 4,825 12,268

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 12,932 3,131 23,644

純資産額 （百万円） 146,412 155,602 155,930

総資産額 （百万円） 212,892 233,113 230,740

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 118.97 100.51 255.58

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.4 62.4 63.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 14,150 5,854 29,829

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △10,813 △11,485 △22,188

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △144 1,255 590

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 29,694 30,021 35,233

 

回次
第64期

第２四半期連結
会計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで

平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで

１株当たり四半期純利益金額 （円） 62.92 49.89

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におきましては、国内における堅調な受注及び円安効果により、売上高は増加してお

ります。原価面におきましては、コスト低減活動や円安効果などがあったものの、生産設備のリニューアルに伴う修

繕費の増加及び労務人件費の増加により、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高 １,２５４億円（前年同期比

１０．８％増）、営業利益９７億円（前年同期比３．９％増）、経常利益 １０３億円（前年同期比 ３．３％増）

となりました。四半期純利益については、当社が販売した一部の製品に不具合があり、その取替費用を特別損失に計

上した結果 ４８億円（前年同期比 １５．５％減）となりました。

①セグメント情報

　報告セグメント別の概況は下記のとおりであります。

〔ＭＴ（手動変速装置関連事業）〕

　国内自動車メーカーからの受注増加に加え、円安効果及び堅調な中国の受注増加により、売上高は ３４９億円

（前年同期比 ４．３％増）となりました。セグメント利益は、売上高の増加により ５０億円（前年同期７．８％

増）となりました。
 

〔ＡＴ（自動変速装置関連事業）〕

　国内自動車メーカーの新型車販売開始に加え、円安効果及び前連結会計年度に納入を開始した製品の受注によ

り、売上高は ７７２億円（前年同期比１４．６％増）となりました。セグメント利益は、労務人件費の増加によ

り ５３億円（前年同期比 ０．２％減）となりました。
 

〔その他〕

　前連結会計年度に納入を開始した製品の受注により、売上高は １３２億円（前年同期比８．０％増）となりま

した。セグメント損失は、新製品立上げ費用により ２億円となりました。

 

②所在地別の情報

　所在地別の概況は下記のとおりであります。

〔日本〕

　国内自動車メーカーからの受注増加により、売上高は ６６２億円（前年同期比 ３．８％増）となりました。営

業利益は、売上高の増加はあるものの、生産設備のリニューアルに伴う修繕費の増加及び労務人件費の増加により

５４億円（前年同期比２１．５％減）となりました。

 

〔米国〕

　円安効果及び自動車メーカー向けのＡＴ製品の受注増加により、売上高は ２５３億円（前年同期比 １８．６％

増）となりました。営業利益は、売上高の増加により １３億円（前年同期比 ７２．４％増）となりました。

 

〔アジア・オセアニア〕

　円安効果及び前連結会計年度に納入を開始した製品の受注により、売上高は ３１１億円（前年同期 ２０．８％

増）となりました。営業利益は、売上高の増加により ２３億円（前年同期比 １５．１％増）となりました。

 

〔その他〕

　売上高は ２７億円（前年同期比 ２３．７％増）となりました。営業利益は、２億円（前年同期比 ３６４．

９％増）となりました。
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（2）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は ２,３３１億円となり、前連結会計年度末に比べ ２３億円増加いたし

ました。主な内容は、有形固定資産の増加 ２８億円、退職給付に係る資産の減少 ３億円であります。負債は７７

５億円となり、前連結会計年度末に比べ ２７億円増加いたしました。主な内容は、借入金の増加 ３２億円、製品

保証引当金の増加 ２１億円、未払法人税等の減少 ２２億円であります。純資産は １,５５６億円となり、３億円

減少いたしました。主な内容は、利益剰余金の増加 １８億円（四半期純利益による増加 ４８億円、剰余金の処分

（配当金）による減少 △２１億円、退職給付会計基準の変更による減少 △７億円）、為替換算調整勘定の変動に

よる減少 ２３億円であります。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は ３００億円（前年同四半期

末残高 ２９６億円）であり、前年同四半期末に比べ ３億円の資金増となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローで獲得した資金は、たな卸資産の増加等により、前第２四半期連結累計期間

と比較して ８２億円減少し、５８億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローで使用した資金は、有形固定資産の取得による支出が増加したこと等によ

り、前第２四半期連結累計期間と比較して ６億円増加し、１１４億円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローで獲得した資金は、借入金による調達が増加したこと等により、前第２四半

期連結累計期間と比較して １４億円増加し、 １２億円となりました。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、２,４９２百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの運転資金及び設備投資資金は、主として自己資金により充当し、必要に応じて借入による資金

調達を実施することを基本方針としています。

　当第２四半期連結累計期間における設備投資等の資金については、主として自己資金により充当しました。

　今後の資金需要の主なものは、環境性能の高い新製品の開発投資やさらなるグローバル化に対応するための海

外投資等であります。これらの資金需要に対しては、主に自己資金で充当する予定ではありますが、資金の不足

時に備え、直接金融においては格付機関による企業格付の向上を図ること、また、間接金融では金融機関との関

係を強化することにより有利な調達条件の維持に努め、負債と資本のバランスに配慮しつつ、適切で柔軟な資金

調達体制を構築してまいります。

　従い、当社グループは、その健全な財務状態、営業活動によるキャッシュ・フローを生み出す能力、当社グ

ループの成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備投資資金を調達することが可能と考えております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 168,000,000

計 168,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成26年９月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成26年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通

株式
48,593,736 48,593,736

東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数 100株

計 48,593,736 48,593,736 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 48,593 － 8,284 － 7,540
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

アイシン精機株式会社 愛知県刈谷市朝日町２丁目１番地 7,230 14.87

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８番１１号 4,867 10.01

アイシンホールディングスオブ

アメリカ

（常任代理人株式会社三井住友

銀行証券ファイナンス営業部）

1665 East Fourth Street Seymour,IN 47274 U.S.A.

（東京都千代田区大手町１丁目２番３号）
4,500 9.26

アイシンヨーロッパＳＡ

（常任代理人株式会社三井住友

銀行証券ファイナンス営業部）

Avenue de L'Industrie21, Parc Industriel, 1420 Braine-

L'Alleud,BELGIUM

（東京都千代田区大手町１丁目２番３号）

4,500 9.26

全国共済農業協同組合連合会

（常任代理人日本マスタートラ

スト信託銀行株式会社）

東京都千代田区平河町２丁目７番９号

（東京都港区浜松町２丁目１１番３号）
1,459 3.00

日野自動車株式会社 東京都日野市日野台３丁目１番地１ 1,271 2.61

日本マスタ－トラスト信託銀行

株式会社
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 1,245 2.56

ダイハツ工業株式会社 大阪府池田市ダイハツ町１番１号 1,241 2.55

資産管理サービス信託銀行株式

会社
東京都中央区晴海１丁目８番１２号 919 1.89

ザチェースマンハッタンバンク

エヌエイロンドンエスエルオム

ニバスアカウント

（常任代理人株式会社みずほ銀

行決済営業部）

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET LONDON EC2P 2HD,

ENGLAND

（東京都中央区月島４丁目１６番１３号）

898 1.85

計 － 28,133 57.89

（注）１. 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　4,867千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　1,245千株

資産管理サービス信託銀行株式会社　　　　　　　　　919千株

２. 上記の所有株式数のうち、株式付与ＥＳＯＰに係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　 79千株

３. キャピタル・ガーディアン・トラスト・カンパニー他から平成26年６月４日付の大量保有報告書(変更報告

書)の写しの送付があり、平成26年５月26日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けましたが、当社と

して当第２四半期会計期間末日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には

含めておりません。
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　なお、その大量保有報告書(変更報告書)の内容は下記のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

キャピタル・ガーディアン・ト

ラスト・カンパニー

333 Sount Hope Street, Los Angeles,

California, U.S.A.
1,797 3.70

キャピタル・インターナショナ

ル・リミテッド
40 Grosvenor Place, London SW1X 7GG, ENGLAND 673 1.39

キャピタル・インターナショナ

ル・インク

11100 Santa Monica Boulevard, 15th Fl.,Los

Angeles, CA 90025, U.S.A.
503 1.04

キャピタル・インターナショナ

ル・エス・エイ・アール・エル
3 Place des Bergues,1201 Geneva, Switzerland 170 0.35

キャピタル・インターナショナ

ル株式会社

東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 明治安田生

命ビル14階
2,037 4.19

合計 　　　　　　　　　　　－ 5,183 10.67

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 
普通株式 583,800

 
796 －

完全議決権株式（その他）
 
普通株式 47,987,300

 
479,873 －

単元未満株式
 
普通株式 22,636

 
－ １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 48,593,736 － －

総株主の議決権 － 480,669 －

（注）１.「完全議決権株式（自己株式等）」の欄には、当社所有の自己株式が 504,200株、日本マスタートラスト信

託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する株式 79,600株が含まれております。

２.「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 600株、議決権の数が６個含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（数）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エクセディ
大阪府寝屋川市木田

元宮１丁目１番１号
504,200 79,600 583,800 1.20

計 － 504,200 79,600 583,800 1.20

（注）他人名義で所有している理由等

　株式付与ＥＳＯＰ制度の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（（株式付与ＥＳＯＰ信託

口）東京都港区浜松町２丁目11番３号）が所有しております。

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 35,328 30,152

受取手形及び売掛金 43,051 45,279

商品及び製品 12,078 11,880

仕掛品 4,749 5,784

原材料及び貯蔵品 10,730 10,572

繰延税金資産 3,741 4,278

短期貸付金 549 539

その他 4,195 5,135

貸倒引当金 △117 △111

流動資産合計 114,306 113,512

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 31,873 31,635

機械装置及び運搬具（純額） 44,767 46,199

工具、器具及び備品（純額） 6,622 7,711

土地 9,477 9,447

建設仮勘定 11,079 11,695

有形固定資産合計 103,819 106,690

無形固定資産 3,984 3,865

投資その他の資産   

投資有価証券 3,809 4,474

長期貸付金 400 372

退職給付に係る資産 1,321 1,017

繰延税金資産 1,447 1,655

その他 1,688 1,566

貸倒引当金 △37 △41

投資その他の資産合計 8,629 9,044

固定資産合計 116,433 119,600

資産合計 230,740 233,113
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,845 19,445

短期借入金 6,939 6,419

未払費用 8,298 8,940

未払法人税等 4,597 2,389

製品保証引当金 986 3,134

その他 7,658 6,175

流動負債合計 48,325 46,504

固定負債   

社債 7,000 7,000

長期借入金 12,159 15,950

長期未払金 493 416

繰延税金負債 2,721 2,480

退職給付に係る負債 3,708 4,687

資産除去債務 27 27

その他 373 443

固定負債合計 26,484 31,006

負債合計 74,809 77,510

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,284 8,284

資本剰余金 7,543 7,544

利益剰余金 126,783 128,654

自己株式 △1,478 △1,471

株主資本合計 141,132 143,012

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,058 1,466

為替換算調整勘定 3,308 1,001

退職給付に係る調整累計額 84 42

その他の包括利益累計額合計 4,451 2,509

少数株主持分 10,346 10,080

純資産合計 155,930 155,602

負債純資産合計 230,740 233,113
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(平成25年４月１日から
　平成25年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成26年４月１日から
　平成26年９月30日まで)

売上高 113,198 125,475

売上原価 89,987 100,192

売上総利益 23,211 25,282

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 3,023 3,385

製品保証引当金繰入額 79 181

役員報酬及び給料手当 3,869 4,126

退職給付費用 △18 31

研究開発費 2,143 2,492

その他 4,747 5,337

販売費及び一般管理費合計 13,844 15,554

営業利益 9,366 9,728

営業外収益   

受取利息 102 114

受取配当金 25 31

持分法による投資利益 82 64

為替差益 710 568

その他 322 456

営業外収益合計 1,243 1,235

営業外費用   

支払利息 315 310

社債利息 17 17

固定資産除売却損 80 73

その他 149 185

営業外費用合計 563 587

経常利益 10,046 10,376

特別損失   

製品保証引当金繰入額 － 2,200

特別損失合計 － 2,200

税金等調整前四半期純利益 10,046 8,175

法人税、住民税及び事業税 3,816 3,233

法人税等調整額 19 △455

法人税等合計 3,836 2,777

少数株主損益調整前四半期純利益 6,210 5,397

少数株主利益 499 572

四半期純利益 5,710 4,825
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(平成25年４月１日から
　平成25年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成26年４月１日から
　平成26年９月30日まで)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,210 5,397

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 280 407

為替換算調整勘定 6,436 △2,617

退職給付に係る調整額 － △42

持分法適用会社に対する持分相当額 4 △14

その他の包括利益合計 6,721 △2,266

四半期包括利益 12,932 3,131

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 11,365 2,883

少数株主に係る四半期包括利益 1,566 248
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(平成25年４月１日から
　平成25年９月30日まで)

当第２四半期連結累計期間
(平成26年４月１日から
　平成26年９月30日まで)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 10,046 8,175

減価償却費 5,684 6,411

固定資産除売却損益（△は益） 60 29

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） △714 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 153

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △100

受取利息及び受取配当金 △127 △145

支払利息 333 327

売上債権の増減額（△は増加） 19 △2,940

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,439 △1,265

仕入債務の増減額（△は減少） 1,937 34

その他 △1,987 820

小計 17,698 11,500

利息及び配当金の受取額 171 172

利息の支払額 △334 △351

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3,384 △5,466

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,150 5,854

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △44 △38

定期預金の払戻による収入 36 1

有形固定資産の取得による支出 △9,803 △11,158

有形固定資産の売却による収入 306 87

無形固定資産の取得による支出 △1,114 △434

投資有価証券の取得による支出 △6 △28

関係会社株式の取得による支出 △442 －

貸付けによる支出 △5 △0

貸付金の回収による収入 205 21

その他 54 63

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,813 △11,485

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,178 90

長期借入れによる収入 1,988 4,884

長期借入金の返済による支出 △1,448 △1,016

社債の償還による支出 △58 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,202 △2,163

少数株主への配当金の支払額 △577 △514

リース債務の返済による支出 △24 △24

財務活動によるキャッシュ・フロー △144 1,255

現金及び現金同等物に係る換算差額 909 △835

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,101 △5,211

現金及び現金同等物の期首残高 25,593 35,233

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 29,694 ※ 30,021
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を残存勤務期

間に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を

使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 825百万円増加し、退職給付に係る資産

が 404百万円減少し、利益剰余金が 792百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い）

　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第30号 平成25年

12月25日)を第１四半期連結会計期間から適用しております。なお、当実務対応報告適用初年度の期首より前に締

結された信託契約に係る会計処理につきましては従来採用していた方法を継続するため、当実務対応報告の適用に

よる四半期連結財務諸表への影響はありません。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　従業員への福利厚生を目的として、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っておりま

す。

（1）取引の概要

　当社は、平成23年４月27日開催の取締役会において、従業員の労働意欲・経営参画意識の向上を促すとと

もに、株式価値の向上を目指した経営を一層推進することにより、中長期的な企業価値を高めることを目的

とした信託型の従業員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ」制度の導入を決議し、平成23年５月16

日をもって導入いたしました。

　当社が当社従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社株式の取得資金を拠出することに

より信託を設定します。三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）は、株式付与規程に基づ

き当社従業員に交付すると見込まれる数の当社株式を、当社からの第三者割当によって取得しております。
本信託は株式付与規程に従い、信託期間中の従業員の資格昇格や役職登用に応じた当社株式を、在職時に無

償で従業員に交付します。

　なお、本信託により取得する当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員の負担はありませ

ん。本信託の導入により、従業員は当社株式の株価上昇による経済的な利益を収受することができるため、

株価を意識した従業員の業務遂行を促すとともに、従業員の勤労意欲を高める効果が期待できます。また、

本信託の信託財産に属する当社株式に係る議決権行使は、受益者候補である従業員の意思が反映される仕組

みであり、従業員の経営参画を促す企業価値向上プランとして有効であります。

 

（2）「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平

成25年12月25日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

 

（3）信託が保有する自社の株式に関する事項

① 信託における帳簿価額は前連結会計年度末現在 207百万円、当第２四半期連結会計期間末日現在 199百万

円であります。

② 当該自社の株式は、株主資本において自己株式として計上しております。

③ 期末株式数は前第２四半期連結会計期間 85,900株、当第２四半期連結会計期間 79,600株であり、期中平

均株式数は前第２四半期連結累計期間 89,157株、当第２四半期連結累計期間 81,371株であります。

④ ③の株式数は１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　　　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

受取手形割引高 980百万円 640百万円

受取手形裏書譲渡高 1 9

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成26年４月１日から
平成26年９月30日まで）

現金及び預金勘定 29,778百万円 30,152百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △83 △131

現金及び現金同等物 29,694 30,021

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,202 25.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

（注）平成25年６月21日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月29日

取締役会
普通株式 1,202 25.0 平成25年９月30日 平成25年11月25日 利益剰余金

（注）平成25年10月29日取締役会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株

式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

３．株主資本の金額の著しい変動

　　著しい変動がないため、記載しておりません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 2,164 45.0 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

（注）平成26年６月24日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金 ３百万円を含んでおります。
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２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月30日

取締役会
普通株式 1,683 35.0 平成26年９月30日 平成26年11月25日 利益剰余金

（注）平成26年10月30日取締役会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株

式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金 ２百万円を含んでおります。

３．株主資本の金額の著しい変動

　　著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　前第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）

    （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 ＭＴ ＡＴ 計

売上高      

外部顧客への売上高 33,482 67,425 100,907 12,291 113,198

セグメント間の内部

売上高または振替高
156 1,250 1,406 3,660 5,067

計 33,639 68,675 102,314 15,951 118,266

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
4,701 5,372 10,073 △101 9,972

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導装置事

業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

　当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）

    （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 ＭＴ ＡＴ 計

売上高      

外部顧客への売上高 34,907 77,289 112,197 13,278 125,475

セグメント間の内部

売上高または振替高
175 1,284 1,459 3,707 5,167

計 35,082 78,573 113,656 16,985 130,642

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
5,066 5,363 10,429 △280 10,149

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導装置事

業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び該当差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

報告セグメント計 10,073 10,429

「その他」の区分の損失(△) △101 △280

セグメント間取引消去 87 268

のれんの償却額 △4 －

全社費用（注） △614 △708

その他 △74 19

四半期連結財務諸表の営業利益 9,366 9,728

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び新製品開発費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成26年４月１日から
平成26年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益金額 118円97銭 100円51銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 5,710 4,825

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 5,710 4,825

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,001 48,008

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．普通株式の期中平均株式数は、自己名義所有株式分を控除する他、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する自己

株式（前第２四半期連結累計期間89,157株、当第２四半期連結累計期間81,371株）を控除し算出しておりま

す。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成26年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額 1,683百万円

（2）１株当たりの金額 35円00銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成26年11月25日

（注）　平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月12日

株式会社エクセディ

取締役会　御中

 

あらた監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 高濱　 滋 　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 河瀬　博幸　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクセ

ディの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクセディ及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他事項

　会社の平成26年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成25年11月13日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成26年６月24日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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